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催
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催
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は
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�
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�

が
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の
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を
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頼
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を
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猫
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猫
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Æ
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司
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�
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通常御朱印帳（表） 通常御朱印帳（裏）

初穂料は社殿改築の費用

に充てさせて頂きます

見開き御朱印帳（表） 見開き御朱印帳（裏）

通常御朱印帳（大判）

12cm×18cm

初穂料 2500円

見開き御朱印帳

22cm×16cm

初穂料 4000円

二匹の看板猫も描いてもらいました
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葉
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葉
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が
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ど
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で
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�
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Æ
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Æ
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Æ
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参賀名 性別 年齢 ⽣まれ年

厄⼊

男性 数え年41歳（満40歳になる年） 昭和59年⽣まれ（ねずみ）

⼥性
数え年33歳（満32歳になる年） 平成4年⽣まれ（さる）

厄明（厄晴）

男性
数え年42歳（満41歳になる年） 昭和58年⽣まれ（いのしし）

⼥性 数え年34歳（満33歳になる年） 平成3年⽣まれ（ひつじ）

その他の⼤厄

男性 数え年25歳（満24歳になる年） 平成12年⽣まれ（たつ）

⼥性
数え年19歳（満18歳になる年） 平成18年⽣まれ（いぬ）

還暦

男⼥とも

数え年61歳（満60歳になる年） 昭和39年⽣まれ（たつ）

古稀

男⼥とも

数え年70歳（満69歳になる年） 昭和30年⽣まれ（ひつじ）

喜寿

男⼥とも

数え年77歳（満76歳になる年） 昭和23年⽣まれ（ねずみ）

傘寿

男⼥とも

数え年80歳（満79歳になる年） 昭和20年⽣まれ（とり）

⽶寿

男⼥とも

数え年88歳（満87歳になる年） 昭和12年⽣まれ（うし）

七五三

⼥児

数え年 7 歳（満 6 歳になる年） 平成30年⽣まれ（いぬ）

男児

数え年 5 歳（満 4 歳になる年） 令和 2 年⽣まれ（ねずみ）

男⼥とも
数え年 3 歳（満 2 歳になる年） 令和 4 年⽣まれ（とら）

令和6年 参賀⼀覧表




